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　このたび有限会社PJIの独自研究提案である「交差点に識別情報を配置する方法」（特願2000-223569）が
日本弁理士会特許援助制度による支援のもと2004年1月、特許の認定を受けました。
　また本技術をベースとした標識の実現化に向け、京都大学、住友3M株式会社、山形3M株式会社などの協力
のもと実験を行ってきました。下記の通り3月17日、日本人間工学会主催のシンポジウム「2004ケータイと
カーナビの利用性と人間工学」にて、本研究について発表いたします。

【研究の経緯】
　弊社独自の研究提案である目印配置理論については、1999年シンポジウム「ケータイとカーナビの利用性
と人間工学」で発表を行いました。その後、京都大学吉井稔雄助教授の協力の下その効果について2000年に
は静止画を用いた判読性比較実験、2001年には動画実験、2002年には更に東京都立大学の協力でドライブシ
ミュレータを用いた判読性と運転挙動の比較実験、2003年には住友、山形3M社協力の下、実標識を用いた屋
外判読性実験を行っています。2004年はフィールドでの走行車両からの判読性の実験を予定しています。

【発表内容】
　目印配置理論とニュータウンへの配置マップ、各段階の実験結果についてご報告します。またシミュレータ
のデモ映像やナビ映像による標識バーチャル体験の準備も進めています。

　PJIは、ユニバーサルデザインをベースにしたインダストリアルデザインを手がけるデザイン事務所です。本
提案は高齢者、初心者、外国人、二輪車などの交通弱者の不安、混乱の減少、事故の減少を目的とし研究を進
めています。PJIでは今後もユニバーサルな社会の実現に取り組んでまいります。
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